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察する勺もりである。 
32. 頚椎椎間板症に対する前方椎体固定術の臨床的
ならびにレ線的検討 
0黒岩車光，山中 力，土屋恵一，
尾崎賢太郎(千大)
吉野紘正(国立習志野) 
33. 藤内障の関節鏡所見 
0守屋秀繁，大井利夫，大山隆男，
佐久川輝章(上都賀病院)
中村謙介(金沢病院) 
22例の膝内障に関節鏡を使用し，メニスクス，靭帯，
滑膜，軟骨の変化を観察し，臨床症状，関節造影にでも
診断できなかった症例に対しても的確な診断を下し得
た。内訳は，メニスクス損傷 7例，靭帯損傷 4例，その
ほか 11例である。また操作を無菌的に行なうためにマ
スク付ボワシと，小孔を穿った Tufを考案した。 
34. 特別講演
一関節固定術と関節形成術について-
新潟大学名誉教授河野左宙 
35. 当院における骨盤骨折の治療経験 
0大山隆男，大井利夫，守屋秀繁
佐久川輝章(上都賀病院)
上都賀病院において過去 7年聞に経験した骨盤骨折は 
23例であり， 骨折の部位では，恥骨弓の骨折が圧倒的
に多く 11例，日蓋骨折 3例，腸骨翼単独骨折 3例， 
Malgaigneの骨折 2例， 恥骨結合解離 2例， 全骨盤粉
砕骨折 2例，仙骨々折 l例であり，剥離骨折はなかっ
た。合併損傷はほかの部位の骨折を伴うもの 10例，尿
路系損傷 2例， うち l例は勝脱破裂， 1例は尿道不完全
損傷，恥骨々片による腫裂傷 l例，挫滅症候群 2例，十
二指腸潰蕩穿孔 l例であった。骨盤骨折の骨癒合は一般
に良好であるが，転位ある骨折に際しては，直達牽引，
キャンパス牽引など原則として筋力の作用を考慮した整
復法で良好な結果を得ている。 
36. 	 マクローリン髄内釘を使用した大腿骨頭部骨折 
20例の検討 
0北原宏，伴野慣雄，保高英二，
森田清(清水厚生)
われわれは， 昭和 44年 8月より昭和 45年 12月末ま
でに 28例の大腿骨上端部骨折を経験し，そのうち 20例
に対し Mcraughlinnail plateを施行した。内側骨折 
5例中 3例には openred uctionにて使用，転子部骨
折 23例中 17例には semiopen reductionにて使用し
た。われわれの症例でも大部分は， 70才以上の老令者
で，合併症があるため，手術侵襲を少なくし，内固定を
強固にすることを第一に考え Mcraughlinを使用した。
局所麻酔，背臥位にて外科用イメージ使用下，短時間，
少出血で操作が簡単であり，外固定をせずに早期離床，
悲痛軽減にて老人性痴呆，樗創膝関節伸展拘縮，全身合
併症の発現を予防し得る。
現在最長経過 l年 4カ月で確たることはいえないが，
無魔性壊死像を呈するものはなく，骨癒合は良効にて 
ROM. ADL.は満足すべきものであり， 治療成績は良
好と考えている。 
37. 治療に難行せる下腿骨複雑骨折
重広信三郎，清水完次朗，小林英夫(千大) 
38. 粉砕骨折新鮮例に対する観血的治療(骨移植)
について 
0三橋敏男，松原保，柳生腸久，
加藤之康(沼津市立)
最近の交通機関の高速化に伴ない，骨損傷も多様化し
ている。長管骨骨幹部の粉砕骨折に対する治療はきわめ
て困難であり，遷延治癒あるいは偽関節を招来すること
がある。そ之で，われわれはひとつの試みとして骨移植
を施行している。最近 2年聞に，観血的整復固定術を施
行した骨損傷 122例中， 15倒の粉砕骨折に対し骨移植を
試みているが，その結果長管骨骨幹部の粉砕骨折新鮮例
に対し，骨移植がひとつの有力な治療法であり，さらに
腸骨塊移植が最も良効な成績を得るとの結論を得たので
本会において報告したo 
39. Compression plate使用経験 
0清水完次朗，重広信三郎，小林英夫(千大)
最近われわれの経験した本法症例は全 21例で， その
内訳は新鮮骨折 13例，遷延治癒ないし， 仮関節 8例で
あり，部位別にみると大腿骨 11例，下腿骨 8例， 上腕
骨および前腕骨が各 l例づつである。以上の小経験を通
じ， AO型 compressionplateの適応に関してわれわ
れの見解を述べた。すなわち本法の最も良い適応は長管
状骨の遷延治癒ないしは仮関節で髄内釘の使用不能の部
位にあるとされているがこれに異論はない口
一方新鮮骨折では一般に大腿骨遠位 1/3部，下腿骨，
上腕骨，前腕骨に適応がありとされているが，われわれ
